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２2026年（令和８年）10月31〜11月１日

祭りを通じて広がる日本とインドネシアの交流
友好の盆踊りや参加型企画を充実

■
09
年
か
ら
開
始

　
Ｊ
Ｊ
Ｍ
の
原
点
は
、
08
年
に

実
施
さ
れ
た
日
本
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
国
交
樹
立
50
周
年
記
念

事
業
に
さ
か
の
ぼ
る
。
両
国
の

友
好
を
祝
う
催
し
で
生
ま
れ
た

交
流
の
輪
を
、
そ
の
年
限
り
で

終
わ
ら
せ
ず
、
将
来
に
つ
な
げ

た
い
。
当
時
の
塩
尻
孝
二
郎
駐

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
大
使
ら
の

思
い
を
受
け
、
翌
09
年
に
Ｊ
Ｊ

Ｍ
が
始
ま
っ
た
。

　

開
催
当
初
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
日
本
の
祭
り
を
体
験
で
き

る
機
会
が
ま
だ
限
ら
れ
て
い

た
。
Ｊ
Ｊ
Ｍ
は
日
本
の
伝
統
文

化
や
音
楽
、
食
な
ど
を
幅
広
く

紹
介
す
る
こ
と
で
、
日
本
へ
の

関
心
を
高
め
、
両
国
の
人
々
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
州
政
府
の
協
力
も

得
な
が
ら
開
催
を
重
ね
、
今
で

は
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

■
日
本
が
よ
り
身
近
に

　

こ
の
17
年
の
間
、
日
本
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
化
し
た
。
日
本
を

訪
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
増

え
、
日
本
食
や
日
本
の
商
品
、

音
楽
、
ア
ニ
メ
な
ど
も
身
近
な

存
在
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｊ
Ｍ
の
来

場
者
も
、
日
本
文
化
に
関
心
を

持
つ
若
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
や
高
齢
者
を
伴
っ
た
家
族
連

れ
な
ど
、
幅
広
い
層
へ
と
広
が

っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
日
本
語
を
学
ん
だ
学

生
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
年
に
一
度
、
Ｊ
Ｊ
Ｍ
で
再

会
す
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
「
日

本
が
好
き
な
仲
間
と
会
え
る
場

所
」
と
し
て
、
祭
り
そ
の
も
の

が
人
々
を
結
び
付
け
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
交
流
の
場
と
し
て

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
よ
う

と
、
今
年
は
ス
テ
ー
ジ
構
成
に

も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
こ
れ
ま

で
夜
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
プ
ロ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公
演

が
大
き
な
見
ど
こ
ろ
だ
っ
た

が
、
今
年
は
土
曜
夜
を
盆
踊

り
、
日
曜
夜
を
和
楽
器
演
奏
や

神
輿
な
ど
を
中
心
と
し
た
構
成

に
す
る
。
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
出
演
も
日
中
に
設
け
、
時
間

帯
ご
と
に
異
な
る
楽
し
み
方
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

日
本
の
祭
り
に
は
、
家
族
連

れ
が
明
る
い
時
間
帯
に
訪
れ
、

若
者
ら
が
夕
方
以
降
も
楽
し
む

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
ご
し
方

が
あ
る
。
特
定
の
催
し
だ
け
で

な
く
、
会
場
全
体
を
歩
き
、
文

化
に
触
れ
、
人
々
と
交
流
す
る

こ
と
も
Ｊ
Ｊ
Ｍ
の
魅
力
と
し
て

打
ち
出
し
て
い
く
考
え
だ
。

■
直
接
交
流
を
重
視

　

も
う
一
つ
の
注
目
点
が
、
来

場
者
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
の

充
実
だ
。
約
３
年
前
に
発
足
し

た
お
も
て
な
し
チ
ー
ム
は
、
案

内
所
の
設
置
や
困
り
事
へ
の
対

応
、
文
化
体
験
の
提
供
な
ど
、

毎
年
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
て

き
た
。
今
年
は
さ
ら
に
一
歩
進

め
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
が
直
接
交
流
で
き
る
機
会
づ

く
り
に
力
を
入
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
会
場
内
の
ブ

ー
ス
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

だ
。
単
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

だ
け
で
な
く
、
各
ブ
ー
ス
で
ス

タ
ッ
フ
と
会
話
し
た
り
、
企
画

に
参
加
し
た
り
す
る
仕
組
み
を

取
り
入
れ
る
。
会
場
を
巡
る
楽

し
さ
を
通
じ
て
、
自
然
な
交
流

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
付
近
に
は
、
交
流
コ
ー
ナ

ー
「
ポ
ジ
ョ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
」
も
設
け
る
。
日
本
の
遊

び
で
あ
る
「
た
た
い
て
・
か
ぶ

っ
て
・
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
や

「
ト
ン
ト
ン
相
撲
」
、
チ
ー
ム

で
記
録
に
挑
戦
す
る
ゲ
ー
ム
な

ど
を
用
意
す
る
。
初
め
て
出
会

う
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

が
一
緒
に
遊
び
、
互
い
を
応
援

し
な
が
ら
言
葉
や
文
化
の
違
い

を
超
え
て
親
し
く
な
る
こ
と
を

目
指
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援

　

会
場
で
来
場
者
を
支
え
る
の

は
、
仕
事
や
家
庭
生
活
の
合
間

を
縫
っ
て
参
加
す
る
日
本
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
だ
。
お
も
て
な

し
チ
ー
ム
に
は
今
年
、
約
30
～

35
人
が
参
加
す
る
。
日
本
な
ら

で
は
の
細
や
か
な
気
配
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心

し
て
楽
し
め
る
祭
り
づ
く
り
を

支
え
て
い
る
。

会場入り口には鳥居が設置されてあり、祭りの雰囲気を高める

　

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
が
集
い
、
文
化
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
る
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
祭
り

（
Ｊ
Ｊ
Ｍ
）
」
。
２
０
０
９
年
の
開
始
か
ら
、
日
本
文
化
を

紹
介
す
る
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
今
年
は
「
祭
り
」

と
い
う
原
点
を
改
め
て
大
切
に
し
、
盆
踊
り
や
神
輿
、
和
楽

器
演
奏
な
ど
を
中
心
に
据
え
る
。
来
場
者
同
士
の
交
流
を
促

す
参
加
型
企
画
も
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
日

を
通
し
て
楽
し
め
る
催
し
を
目
指
す
。

（
写
真
は
す
べ
て
Ｊ
Ｊ
Ｍ
事
務
局
提
供
）

㊤
恒
例
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
神
輿
は
会
場
を
盛
り
上
げ
る
㊦
神
輿
の
先
導

を
す
る
錫
杖
を
も
っ
た
子
た
ち

書
道
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
来
訪
客
が
日
本
文
化
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
ブ
ー
ス
が
好
評
だ

ＪＪＭ特集
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日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
情
を
次
の
世
代
へ

駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
国
特
命
全
権
大
使
　
植
野
篤
志

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
祭
り
（
Ｊ

Ｊ
Ｍ
）
２
０
２
６
の
開
催
に
当

た
り
、
皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｊ
Ｍ
は
２
０
０
９
年
に
始

ま
り
、
日
系
企
業
や
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
日
本
人
社
会
、
そ
し
て
日

本
に
親
し
み
を
寄
せ
て
く
れ
て

い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

Ｊ
Ｊ
Ｍ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
皆
様
に
、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｊ
Ｍ
は
、
た
だ
楽
し
い
お

祭
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
情
を
確

か
め
、
相
互
理
解
を
さ
ら
に
深

め
る
大
切
な
機
会
で
す
。
両
国

の
文
化
に
実
際
に
触
れ
、
音
楽

を
聴
き
、
食
べ
物
を
味
わ
い
、

人
々
が
交
流
す
る
こ
と
で
生
ま

れ
る
親
し
み
や
共
感
に
は
、
言

葉
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
力

が
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｊ
Ｍ
２
０
２
６
で
は
、
毎

年
好
評
の
神
輿
（
み
こ
し
）
に

加
え
、
日
本
か
ら
招
い
た
和
楽

器
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
演
奏

や
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
盆
踊
り

な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
よ

り
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
催
し

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
日
本
を
旅
す
る
エ
リ

ア
」
に
は
日
本
各
地
の
自
治
体

や
当
地
の
県
人
会
な
ど
が
出
展

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
多

彩
な
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
体
験
エ
リ
ア
で
は
、
囲

碁
や
カ
ル
タ
と
い
っ
た
日
本
文

化
に
加
え
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
染
織

や
オ
ン
デ
ル
オ
ン
デ
ル
作
り
な

ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
化
も
体
験

で
き
ま
す
。
日
本
の
魅
力
を
一

方
的
に
紹
介
す
る
の
で
は
な

く
、
日
本
人
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
文
化
を
学
び
、
互
い
の
文
化
を

尊
重
し
合
う
、
双
方
向
の
交
流
の

場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ア
ニ

メ
や
漫
画
、
音
楽
、
食
文
化
、

観
光
、
留
学
な
ど
、
日
本
へ
の

関
心
が
幅
広
い
分
野
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
人
気
ア
ニ

メ
を
活
用
し
た
エ
リ
ア
も
設

け
、
若
者
を
は
じ
め
幅
広
い
世

代
の
方
々
に
気
軽
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。
す
で
に
日
本
に
親
し
み

を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

に
は
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
日
本
と

あ
ま
り
接
点
の
な
か
っ
た
方
に

は
日
本
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
の
前
任
地
で
あ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
も
、
日
本
文
化
な
ど
を

紹
介
す
る
「
絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
い
う
催
し
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
文
化
を
通
じ
た

交
流
は
、
国
と
国
と
の
関
係

を
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
と

し
て
実
感
で
き
る
貴
重
な
場
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
、
私

自
身
も
初
め
て
の
Ｊ
Ｊ
Ｍ
を
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｊ
Ｍ
２
０
２
６
が
、
日
本

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
双
方
の
文
化

の
奥
深
さ
や
多
様
性
を
知
り
、

相
互
理
解
と
尊
重
を
深
め
る
と

と
も
に
、
両
国
の
関
係
を
さ
ら

に
強
固
な
も
の
と
す
る
機
会
と

な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
祭
り
で

生
ま
れ
た
出
会
い
や
感
動
が
、

特
に
若
い
世
代
を
通
じ
て
、
両

国
の
未
来
を
つ
な
ぐ
新
た
な
友

情
と
信
頼
の
芽
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。

インタビューに応じる植野篤志・駐インドネ
シア日本大使＝ジャカルタ日報撮影

両国の音が彩るメインステージ
JKT48や新鋭バンドなど６組が競演

　

今
回
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
祭

り
（
Ｊ
Ｊ
Ｍ
）
の
メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
に
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
６
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
登
場
す
る
。
ア
イ
ド
ル
や

ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
を
活
動
拠
点
と
す
る
日
本

人
バ
ン
ド
な
ど
が
そ
ろ
い
、
ポ

ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
な
ど
多
彩
な
音
楽
で
２
日

間
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
。

■
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

　

初
日
の
31
日
に
出
演
す
る

「
Ｎ
Ｅ
Ｙ
Ｍ
（
ネ
イ
ム
）
」

は
、
群
馬
県
を
拠
点
に
活
動
す

る
女
性
ダ
ン
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
ユ

ニ
ッ
ト
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
（
ハ

ル
ル
）
さ
ん
、
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ａ
（
ラ

ラ
）
さ
ん
、
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ

（
コ
ノ
カ
）
さ
ん
の
３
人
で
構

成
さ
れ
、
ポ
ッ
プ
ス
を
ベ
ー
ス

に
Ｒ
＆
Ｂ
や
Ｅ
Ｄ
Ｍ
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
楽
曲
と
、
躍
動
感
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あ
る
ダ
ン
ス
を
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
す
る
予
定
だ
。

　

午
後
か
ら
は
「
Ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ 

Ｎ
ｕ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ 

Ｃ
Ｓ
（
オ
ル

ケ
ス
・
ヌ
ヌ
ン
Ｃ
Ｓ
）
」
が
出

演
す
る
。
２
０
０
３
年
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｉ
）
の
学

生
ら
が
結
成
し
た
７
人
組
の
バ

ン
ド
で
、
大
衆
音
楽
ダ
ン
ド
ゥ

ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ウ
ン

ド
と
、
庶
民
の
生
活
を
テ
ー
マ

に
し
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
歌
詞
が

人
気
だ
。

　

続
く
「
Ｊ
Ａ
Ｍ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｓ
（
ジ
ャ
ム
・
ヘ
ッ
ズ
）
」
は

23
年
11
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
６

人
組
の
ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
。

本
格
的
な
ダ
ン
ス
と
音
楽
に
加

え
、
「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
明
る
い

親
し
み
や
す
さ
が
特
徴
で
、
前

回
（
25
年
）
と
前
々
回
（
24

年
）
の
Ｊ
Ｊ
Ｍ
で
も
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
、
今
回
は
３
年
連
続
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
る
。

■
期
待
の
現
地
グ
ル
ー
プ

　

２
日
目
の
11
月
１
日
の
午
後

に
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
拠
点
と

す
る
日
本
人
３
人
組
ガ
ー
ル
ズ

バ
ン
ド
「
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

Ｒ

ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
’
（
ダ
ル
マ
・
ロ

ー
リ
ン
）
」
が
登
場
す
る
。
海

外
活
動
を
見
据
え
昨
年
５
月
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
移
住
し
た
。

ロ
ッ
ク
と
Ｅ
Ｄ
Ｍ
を
融
合
さ
せ

た
楽
曲
が
特
徴
で
、
ア
ニ
メ

「
ニ
ワ
ト
リ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
」

の
主
題
歌
も
担
当
し
て
い
る
。

　

続
い
て
出
演
す
る
日
本
の
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
心
之
助
（
し
ん
の
す
け
）
」

は
、
16
年
か
ら
ソ
ロ
活
動
を
開

始
。
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
」
や
「
雲
の
上
」
な
ど
の

曲
が
動
画
投
稿
ア
プ
リ
の
Ｔ
ｉ

ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
（
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ

ク
）
で
広
ま
っ
た
ほ
か
、
他
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
楽
曲
提
供
な

ど
幅
広
い
活
動
を
見
せ
て
い

る
。

■
「
象
徴
」
Ｊ
Ｋ
Ｔ
48
出
演

　

さ
ら
に
、
「
Ｊ
Ｋ
Ｔ
48
」
も

前
回
に
続
い
て
ス
テ
ー
ジ
に
参

加
す
る
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
」
初
の
海
外
姉
妹

グ
ル
ー
プ
と
し
て
11
年
に
結
成

さ
れ
、
今
年
で
15
年
を
迎
え

た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
専
用
劇
場

を
活
動
拠
点
に
「
会
い
に
行
け

る
ア
イ
ド
ル
」
の
文
化
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
定
着
さ
せ
、
日
本

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
交
流
の
象
徴
と
な
っ

た
同
グ
ル
ー
プ
が
今
年
も
会
場

を
盛
り
上
げ
る
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
こ
の

ほ
か
に
も
、
31
日
に
江
戸
助
六

流
ジ
ャ
カ
ル
タ
太
鼓
や
よ
さ
こ

い
踊
り
、
ブ
タ
ウ
ィ
の
伝
統
舞

踊
な
ど
を
予
定
し
、
同
日
夜
に

は
盆
踊
り
が
開
か
れ
る
予
定

だ
。
翌
１
日
に
は
和
太
鼓
の
演

奏
や
沖
縄
エ
イ
サ
ー
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
吹
奏
楽
団

（
Ｏ
Ｔ
Ｊ
Ｊ
）
が
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
夜
に
み
こ
し
担
ぎ
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。

心
之
助
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